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詩篇 122 篇 

 

都上りの歌。ダビデによる 

 

《神殿にいる喜び》 

1 人々が私に、「さあ、主の家に行こう」と言ったとき、私は喜んだ。 

2 エルサレムよ。私たちの足は、おまえの門のうちに立っている。 

3 エルサレム、それは、よくまとめられた町として建てられている。 

4 そこに、多くの部族、主の部族が、上って来る。イスラエルのあかしとして、主の御名に感謝するために。 

5 そこには、さばきの座、ダビデの家の王座があったからだ。 

 

《エルサレムの平和を求める祈り》 

6 エルサレムの平和のために祈れ。「おまえを愛する人々が栄えるように。 

7 おまえの城壁のうちには、平和があるように。おまえの宮殿のうちには、繁栄があるように。」 

8 私の兄弟、私の友人のために、さあ、私は言おう。「おまえのうちに平和があるように。」 

9 私たちの神、主の家のために、私は、おまえの繁栄を求めよう。 

 

 

120 篇：カナンの地の外に住む者の歌 

121 篇：巡礼の旅の歌 

122 篇：エルサレム神殿到着の歌 

123-133 篇：祭で歌われる祈り 

134 篇：帰路に着く者への祝福の祈り 

 

 

 離散のイスラエル人が巡礼のために世界各地からエルサレム目指して出発し、荒涼とした道のりを経

て都に到着しました。その晩はまだ神殿の外で待機し、朝を待っていたのでしょう。そこに誰かの大き

な声が響きました。「さあ、主の家に行こう」（１節）と。エルサレム神殿の門が開かれ、巡礼者は一斉に

入って行きました。本篇はそのような情景を思い浮かべながら読むとよいでしょう。詩人は喜びに溢れ、

神殿の中に立っていることを実感していました。「エルサレムよ。私たちの足は、おまえの門のうちに立って

いる」（２節）。自分は今まさにこの場所にいるのだ。夢見た土地を初めて訪問したとき、同じような心

境になったことがあるでしょう。エルサレムについて「よくまとめられた町」（３節）という言い方がされ

ています。砂漠や山地を歩いて来た人々にとって、秩序正しく建てられたエルサレムの建造物は燦然と

輝いて見えたのではないでしょうか。そういえば、主イエスの弟子たちもこんなことを呟いています。 

イエスが、宮から出て行かれるとき、弟子のひとりがイエスに言った。「先生。これはまあ、何とみごとな石

でしょう。何とすばらしい建物でしょう。」（マルコ 13:1） 

それに対して主は、荘厳な神殿も跡形もなく崩される日が来ると予告されました。建物そのものが重要

なのではなく、神の臨在がそこにあることこそ重要であると。そして、その神の臨在そのものとして自
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分がここにいるのだよと。それはそうと、旧約の聖徒たちは主の臨在を表す神殿目指して世界中のあら

ゆる地からやって来たのです。「多くの部族、主の部族」（４節）とは、イスラエル十二部族のあらゆる

部族から、成人男性は巡礼に集ったことを意味します。この神殿には「さばきの座、ダビデの家の王座が

あった」（５節）と言われているように、ただ宗教儀礼をささげるだけでなく、司法、行政、立法の本拠

地でもあったのです。それが真に神を中心としたものであることを願います。内実が伴わなくなるとき、

建物としての神殿は壊されるからです。 

 

 本篇は大きく二つに分けられますが、後半ではエルサレムの平和のための祈りがささげられます。こ

こではエルサレムが擬人化されていて、何度も二人称で呼びかけられています。 

・ おまえを愛する人々が栄えるように（６節）  ֹיִבָהֲא) （オーハヴァーイク） 

・ おまえの城壁のうちには、平和があるように（７節） ְּלֵיחֵב) （ヴェヘーレーク） 

・ おまえの宮殿のうちには、繁栄があるように（７節） ְּיִתָוֹנמְרְאַב) （ベアルメノーターイク） 

・ 私は、おまえの繁栄を求めよう（９節）  ָל) （ラーク） 

二人称の場合、このように語尾が「ク」で終わる特徴があります。ところで、この中で８節だけは例外

的に「私の兄弟、私の友人」について「おまえのうちに平和があるように」と祈られています。エルサレム

神殿に詣でている人々を見て、彼らのために平和を求めているのです。エルサレムの平和、礼拝者の平

和、それらは主の許で一つの事柄である。主イエスがお生まれになったときに御使いたちが歌ったこと

ばを思い出します。 

いと高き所に、栄光が、神にあるように。地の上に、平和が、御心にかなう人々にあるように。（ルカ 2:14） 

「御心にかなう人々」とは「救いを待ち望む人々」と言い換えてもよいでしょう。平和とは、周囲の状

況がどんなに荒れ狂おうとも失われることのない魂の平安、神との関係から湧き出る平和です。「平和」

とはヘブル語で「シャローム」。エルサレムの「サレム」を形成していることばでもあります。私たちの

心のエルサレムには平和があるでしょうか。神様と自分との関係を今日も問い直してみたいと思います。 


